
計
画
期
間　

令
和
５
年
度
ま
で

■
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

　

第
３
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画

を
承
継
し
つ
つ
、
改
正
社
会
福
祉

法
及
び
国
の
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
の
取
組
の

方
向
性
を
定
め
る
も
の
と
し
て
、

第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

■
基
本
理
念

一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
は
ぐ
く
む

　

お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り

〜
「
一
人
ひ
と
り
を
認
め
合
え
る

地
域
」・「
互
い
に
支
え
合
う
地

域
」・「
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
あ
る

地
域
」
か
ら
〜

基
本
目
標
・
施
策

❶
各
福
祉
分
野
の
取
組
を
進
め
、

連
携
を
強
化
し
ま
す

▼
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
検
討

▼
各
福
祉
分
野
の
連
携
、
庁
内
連

携
の
強
化 

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
推
進 

▼
佐
倉

市
家
庭
等
に
お
け
る
虐
待
・
暴
力

対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
連
携 

▼
佐
倉
市
障
害
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会 

▼
相
談
支
援
体
制

の
確
保
・
周
知
・
連
携　
な
ど 

❷
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

促
進
し
ま
す

▼
市
の
広
報
紙「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」

の
各
種
特
集
号
の
発
行 

▼
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

❸
地
域
の
社
会
福
祉
を
目
的
と
す

る
事
業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す

▼
市
社
協 

▼
更
生
保
護
活
動

（「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
な

ど
） 

▼
自
治
会
・
町
内
会
・
区
や

地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
支
援 

▼
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
な
ど 

▼
寄
附
や
募
金
等
の
取
組

❹
住
民
参
加
を
さ
ら
に
促
進
し
、

充
実
し
ま
す

▼
地
域
福
祉
の
充
実
、
向
上
の
た

め
の
情
報
の
発
信
・
啓
発 

▼
地

域
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
担
い
手

養
成
研
修
、
障

害
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
講
座
の
開

催 

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
の
実
施 

▼
福
祉
教

育
の
推
進 

▼
世
代
間
交
流
等
を

深
め
る
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り 

▼
高
齢
者
団
体
、

障
害
者
団
体
、
子
ど
も
に
関
す
る

団
体
な
ど 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー  

▼
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
３
５

福 祉

第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画

第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画

こうほう佐倉　2020 年（令和 2 年）4 月 15 日号 掲載


